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●
日
本
医
療
安
全
調
査
機
構

医
師
法
21
条
改
正
を
視
野
に

第
三
者
機
関
へ
の
届
出
提
案

日
本
医
療
安
全
調
査
機

構
は
10
月
19
日
、「
診
療

行
為
に
関
連
し
た
死
亡
の

調
査
分
析
モ
デ
ル
事
業
」

運
営
委
員
会
を
開
催
し

た
。
同
会
の
下
に
設
置
さ

れ
て
い
る「
診
療
行
為
に

関
連
し
た
死
亡
の
調
査
分

析
の
あ
り
方
に
関
す
る
企

画
部
会
」か
ら
提
出
さ
れ

た
報
告
書
を
も
と
に
、
診

療
に
関
連
す
る
事
故
原
因

や
死
因
の
究
明
を
行
う
第

三
者
機
関
の
あ
り
方
に
つ

い
て
議
論
を
行
っ
た
。

報
告
書
で
は
、
医
療
機

関
が
診
療
関
連
死
を
警
察

に
届
け
出
て
い
る
現
行
の

仕
組
み
に
対
し
、
医
療
事

故
を
調
査
す
る
第
三
者
機

関
へ
の
届
け
出
に
変
更
す

る
こ
と
な
ど
を
提
言
し

た
。現

在
、
医
師
法
21
条
で

「
異
状
死
」に
つ
い
て
24
時

間
以
内
に
警
察
へ
届
け
出

る
こ
と
が
定
め
ら
れ
て
い

る
が
、
こ
の
改
正
案
と
し

て
、
①
第
三
者
機
関
へ
の

届
け
出
を
行
う
こ
と
で
、

警
察
へ
の
届
け
出
義
務
を

果
た
し
た
も
の
と
す
る
、

②
第
三
者
機
関
へ
の
届
け

出
を
制
度
化
し
、
診
療
関

連
死
を
異
状
死
の
届
け
出

義
務
対
象
か
ら
除
外
す
る

―
―
こ
と
を
提
案
。
運
営

委
員
か
ら
は
②
の
案
に
つ

い
て
、
運
用
の
し
に
く
さ

を
指
摘
す
る
声
が
あ
っ

た
。●

厚
生
労
働
省

医
療
機
関
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
を
公
表

厚
生
労
働
省
は
９
月
28

日
、「
医
療
機
関
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
の
内
容
の
適
切
な

あ
り
方
に
関
す
る
指
針

（
医
療
機
関
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
）」を
公

表
し
た
。

医
療
に
関
す
る
広
告

は
、
国
民
・
患
者
保
護
の

観
点
か
ら
広
告
等
を
制
限

し
な
が
ら
、
適
切
な
情
報

提
供
が
な
さ
れ
る
よ
う
、

客
観
性
・
正
確
性
が
確
保

で
き
る
情
報
に
つ
い
て
は

広
告
可
能
と
し
て
順
次
拡

大
さ
れ
て
き
た
。
一
方
で

近
年
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

を
用
い
た
情
報
の
発
信
・

入
手
が
一
般
的
な
手
法
と

な
り
、
美
容
医
療
サ
ー
ビ

ス
等
に
お
い
て
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
等
掲
載
の
治
療
内

容
や
費
用
に
よ
る
ト
ラ
ブ

ル
が
発
生
し
て
い
る
。

指
針
で
は
、
原
則
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
を
法
の
規
制
対

象
と
し
な
い
こ
と
と
し
つ

つ
、
①
不
当
に
国
民
・
患

者
を
誘
引
す
る
虚
偽
又
は

誇
大
な
内
容
等
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
に
掲
載
す
べ
き
で

な
い
事
項
、
②
通
常
必
要

と
さ
れ
る
治
療
内
容
、
費

用
、
治
療
の
リ
ス
ク
等
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
す

べ
き
事
項
―
―
を
提
示
。

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載

す
べ
き
で
な
い
事
項
と
し

て
、
①
内
容
が
虚
偽
、
ま

た
は
客
観
的
事
実
で
あ
る

こ
と
を
証
明
で
き
な
い
も

の
、
②
他
と
の
比
較
等
に

よ
り
自
ら
の
優
位
性
を
示

す
も
の
、
③
内
容
が
誇
大
、

ま
た
は
都
合
の
良
い
情
報

等
の
過
度
な
強
調
、
④
早

急
な
受
診
を
過
度
に
あ
お

る
表
現
や
費
用
の
過
度
な

強
調
、
⑤
科
学
的
根
拠
が

乏
し
い
情
報
に
基
づ
い
て

過
度
に
不
安
を
あ
お
り
、

受
診
や
手
術
・
処
置
等
の

実
施
を
不
当
に
誘
導
す
る

も
の
、
⑥
公
序
良
俗
に
反

す
る
も
の
、
⑦
医
療
法
以

外
の
法
令
で
禁
止
さ
れ
る

も
の
―
―
を
挙
げ
た
。

自
由
診
療
を
行
う
医
療

機
関
に
お
い
て
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
に
掲
載
す
べ
き
事

項
は
、
①
通
常
必
要
と
さ

れ
る
治
療
内
容
、
費
用
等

に
関
す
る
事
項
、
②
治
療

等
の
リ
ス
ク
、
副
作
用
等

に
関
す
る
事
項
―
―
の
２

点
。
自
由
診
療
は
保
険
診

療
と
し
て
実
施
さ
れ
る
も

の
と
は
異
な
り
、
内
容
や

費
用
が
医
療
機
関
ご
と
に

大
き
く
異
な
る
た
め
、
国

民
・
患
者
の
誤
認
に
よ
っ

て
不
当
に
誘
引
し
な
い
よ

う
、
平
均
的
な
費
用
や
治

療
期
間
・
回
数
な
ど
を
明

確
に
掲
載
す
る
こ
と
を
求

め
た
。
ま
た
、
治
療
の
利

点
や
長
所
だ
け
で
な
く
、

リ
ス
ク
、
副
作
用
に
関
し

て
も
わ
か
り
や
す
く
示

し
、
閲
覧
者
に
わ
か
り
や

す
い
場
所
・
表
記
に
す
る

よ
う
注
意
を
促
し
た
。

●
厚
生
労
働
省

療
養
病
床
に
転
棟
後
退
院
の

退
院
調
整
加
算
で
疑
義
解
釈

厚
生
労
働
省
は
こ
の
ほ

ど
、
２
０
１
２
年
度
診
療

報
酬
改
定
に
関
す
る「
疑
義

解
釈
資
料
そ
の
９
」を
地
方

厚
生
局
な
ど
に
事
務
連
絡

し
た
。
一
般
病
棟
か
ら
療

養
病
棟
に
転
棟
後
に
退
院

し
た
患
者
で
も
、
療
養
病

棟
で
の
入
院
期
間
が
２
週

（
出
典
：「
フ
ェ
イ
ズ
・
ス
リ
ー
」

２
０
１
２
年
12
月
号〈
日
本
医
療
企
画
〉）

間
未
満
の「
短
期
間
」で
あ

れ
ば
一
般
病
棟
か
ら
の
退

院
時
と
同
じ
く「
退
院
調
整

加
算
１
」が
算
定
で
き
る
と

の
見
解
を
示
し
た
。

退
院
調
整
加
算
は
、
が

ん
や
脳
血
管
疾
患
な
ど
の

「
退
院
困
難
な
要
因
」を
持

つ
患
者
を
抽
出
す
る
体
制

を
つ
く
っ
た
う
え
で
退
院

調
整
を
し
た
場
合
に
算
定

で
き
る
。
入
院
後
７
日
以

内
に
退
院
支
援
計
画
の
作

成
に
着
手
し
て
い
る
こ
と

が
条
件
だ
。
算
定
し
て
い

る
入
院
基
本
料
と
入
院
期

間
に
よ
り
点
数
が
異
な

る
。
一
般
病
棟
な
ど
か
ら

の
退
院
で
は「
退
院
調
整

加
算
１
」を
、
療
養
病
棟

や
結
核
病
棟
か
ら
の
退
院

で
は
よ
り
点
数
が
高
い

「
退
院
調
整
加
算
２
」の
算

定
が
認
め
ら
れ
て
い
る
。

今
回
の
疑
義
解
釈
で

は
、「
一
般
病
棟
か
ら
療
養

病
棟
に
転
棟
し
た
後
に
退

院
し
た
場
合
、
加
算
２
を

算
定
す
る
の
か
」と
い
う

問
い
に
対
し
、「
算
定
要

件
を
満
た
し
た
う
え
で
」

と
の
条
件
を
も
と
に
解
釈

を
提
示
。
た
だ
し
転
棟
先

の
療
養
病
棟
に
２
週
間
以

上
入
院
し
た
場
合
に
つ
い

て
は
加
算
２
を
算
定
で
き

る
と
し
た
。
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問い合わせ　九州支部事務局（担当：日本医療企画九州支社・杉安）　☎092-418-2828

第2回全国医療経営士実践研究大会は、九州（福岡）で開催します。
来年度大会に向け研究会活動開催中！

医療経営研究会“ブレイクスルー”〈第7、8回勉強会〉
クレームを信頼に変える！　患者や家族を“味方”にする戦略
第7回：11月28日（水）『患者・患者家族とのコミュニケーション法』
第8回：12月12日（水）『クレーム解決と予防法』

講　師：白梅栄子氏（ル レーブ代表）
時　間：各回ともに18：00～20：00
場　所：�日本医療企画九州支社セミナールーム
　　　　（福岡県福岡市博多区博多駅南1-3-6  第3博多偕成ビル5階）
受講料：正会員1,000円　一般3,000円

問い合わせ　株式会社日本医療企画　☎03-3256-2862　http://www.jmp.co.jp/

医療経営白書2012年度版
── 病医院大転換期における医療“ 経営” イノベーション

第1部　総力特集　病医院大転換期における医療“経営”イノベーション
◆第1編　座談会
医療経営において中核となるイノベーションと、実現のための視点
長野県厚生農業協同組合連合会理事、佐久総合病院統括院長　夏川周介
国立大学法人岡山大学学長、前岡山大学病院院長　森田  潔
株式会社企業再生支援機構ヘルスケアチームマネージング・ディレクター　中井一郎
一般財団法人キヤノングローバル戦略研究所研究主幹、経済学博士　松山幸弘
◆第2編　医療経営に新潮流をつくるための提言
第1章　「社会保障・税一体改革」を機に、病医院経営をどう変えればよいのか？  ほか
◆第3編　医療“経営”イノベーションに向けたさまざまな動き
第1章　まちと医療の融合による新しい地域医療の形  ほか
第2部　病医院・医療界の最新経営動向と展望
第1章　2012年度診療報酬改定、徹底分析  ほか
第3部　病院経営関連データ集
◆1　都道府県別 医療資源情報
◆2　注目病院グループ事業・財務データ

●編集：「医療経営白書2012年度版」編集委員会
●編集委員代表：日本医療経営実践協会代表理事　吉原健二
●企画・制作：ヘルスケア総合政策研究所
●体裁：B5判／並製／2色刷／456頁
●定価5,250円（税込）→会員価格4,200円（税込）

医療白書2012年度版
── 地域包括ケア時代に迫られる、病院“大再編”と地域医療“大改革” 

【座談会】超高齢社会に向けてのパラダイムシフト『地域包括ケア』をめざして
第1部　2025年に至る、日本の医療・介護・社会の変革の行方
◆第1編　シームレスな医療連携・医介連携の実現へ向けて
◆第2編　Quality of Life（QOL）からQuality of Death（QOD）へ
◆第3編　国民医療としてのメンタルヘルス、少子化、地域間格差を考える
第2部　年表・資料編－ 保健・医療・福祉・介護の歩み

介護経営白書2012年度版
── “介護維新”現場からの介護人材教育改革 
第1部　特別座談会
"介護維新"現場からの介護人材教育改革～2025年の介護・福祉を担う"人財"をどう育てていくか～
第2部　緊急特集  介護施策の展望
第3部　特集  地域包括ケア
第4部　地域包括時代の介護経営
資料編　介護保険者別データ集

●編集委員代表：西村周三（国立社会保障・人口問題研究所所長）
●企画・制作：ヘルスケア総合政策研究所
●体裁：B5判／並製／2色刷／372頁
●定価：4,725円（4,500円＋税5％）→会員価格3,840円（税込）

●監修:川渕孝一/青木正人
●企画・制作:ヘルスケア総合政策研究所
●体裁:B5判/並製/276ページ
●定価:4,620円(4,400円+税5%)→会員価格3,696円（税込）

一
般
社
団
法
人
日
本
医

療
経
営
実
践
協
会（
以
下
、

本
部
）・
吉
原
健
二
代
表
理

事
に
よ
る
開
会
の
挨
拶
お

よ
び
、
大
会
運
営
委
員
長

の
安
藤
高
朗
・
日
本
医
療

経
営
実
践
協
会
関
東
支
部

支
部
長
の「
開
会
の
こ
と

ば
」を
皮
切
り
に
、
医
療

経
営
士
の
歴
史
に
残
る
１

日
が
ス
タ
ー
ト
し
た
。

オ
ー
プ
ニ
ン
グ
特
別
記

念
と
し
て
、
内
閣
官
房
社

会
保
障
改
革
担
当
室
長
の

中
村
秀
一
氏
よ
り「
こ
れ
か

ら
の
医
療
の
あ
り
方
」と

題
し
講
演
を
賜
る
。
団
塊

大
学
大
学
院
の
川
渕
孝
一

教
授
、
自
身
も
医
療
経
営

士
２
級
の
資
格
を
有
す
る

Ｊ
Ａ
長
野
厚
生
連
佐
久
総

合
病
院
の
西
澤
延
宏
副
院

長
、
聖
路
加
国
際
病
院
の

福
井
次
矢
院
長
な
ど
か
ら

祝
福
と
激
励
の
メ
ッ
セ
ー

ジ
を
頂
戴
し
、
記
念
す
べ

き
日
に
華
を
添
え
た
。

続
い
て
は
、
地
方
独
立

行
政
法
人
東
京
都
健
康
長

寿
医
療
セ
ン
タ
ー
の
中
村

彰
吾
理
事
・
経
営
企
画
局

長
に
よ
る「
経
営
人
材
を

育
て
て
活
か
せ
る
院
内
組

織
改
革
」と
題
す
る
特
別

講
演
。
聖
路
加
国
際
病
院

の
事
業
管
理
部
長
と
し
て

辣
腕
を
振
る
っ
た
組
織
改

革
の
実
践
例
を
、
熱
く

語
っ
て
い
た
だ
い
た
。
氏

は「
情
報
交
換
」を
医
療
経

営
士
の
ミ
ッ
シ
ョ
ン
の
１

つ
と
し
て
掲
げ
る
。
全
国

６
４
６
名
、
合
格
者
を
入

れ
れ
ば
約
２
０
０
０
名
の

医
療
経
営
士
が
情
報
共
有

の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
築
け

れ
ば
、
個
々
の
医
療
機
関

だ
け
で
な
く
、
医
療
界
全

体
に
お
い
て
も
大
き
な
力

を
発
揮
す
る
こ
と
は
間
違

い
な
い
。

中
村
彰
吾
氏
の
特
別
講

演
の
後
は
、
講
演
・
パ
ネ

ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
と
、

全
国
医
療
経
営
士
情
報
交

換
会（
以
下
、
情
報
交
換

会
）
の
２
会
場
を
設
け
、

自
由
に
足
を
運
ん
で
い
た

だ
い
た
。
講
演
・
パ
ネ
ル

デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
で
は
、

Ｉ
Ｍ
Ｓ
グ
ル
ー
プ
本
部
事

務
局
の
東
靖
隆
人
事
部
長

に
よ
る「
病
院
経
営
参
謀

と
し
て
の
事
務
部
門
の
あ

る
べ
き
姿
」と
、
日
本
看
護

職
副
院
長
連
絡
協
議
会
の

桃
田
寿
津
代
会
長
に
よ
る

「
病
院
経
営
を
成
功
に
導

く
看
護
部
門
の
実
践
、
看

世
代
が
後
期
高
齢
者
と
な

る
２
０
２
５
年
に
向
け
て

持
続
的
な
医
療
を
提
供
す

る
た
め
に
何
が
必
要
か
、

社
会
保
障
・
税
一
体
改
革

の
解
説
を
中
心
と
し
た
講

演
が
行
わ
れ
た
。

続
く
神
野
正
博
・
北
陸

支
部
支
部
長
に
よ
る
基
調

講
演「
医
・
産
・
学
の
人

材
・
情
報
・
技
術
交
流
が

医
療
経
営
の
基
盤
を
強
化

す
る
」で
は
、
医
療
が
地

域
に
密
着
し
た
重
要
な
資

源
で
あ
る
こ
と
を
改
め
て

認
識
さ
せ
ら
れ
た
。

午
後
か
ら
は
、
ま
ず「
医

療
経
営
士
の
誕
生
〜
現
在

の
取
り
組
み
」と
題
し
、
協

会
の
こ
れ
ま
で
の
歩
み
が

約
15
分
に
わ
た
っ
て
映
像

で
流
さ
れ
た
。
ヘ
ル
ス
ケ

ア
総
合
政
策
研
究
所
代
表

取
締
役
の
林
諄
・
本
部
理

事
、
テ
キ
ス
ト
の
総
監
修

者
で
あ
る
東
京
医
科
歯
科

第
１
回「
全
国
医
療
経
営
士
実
践
研
究
大
会
」開
催
！

６
４
６
名
の
医
療
経
営
士の
代
表
が
東
京
に
集い

熱
気
溢
れ
る
講
演・交
流
を
行
う
!!
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11
月
18
日（
日
）、
東
医
健
保
会
館（
東
京
都
新
宿
区
）に
て
、「
第
１
回
全
国
医
療
経
営
士
実
践
研
究
大
会
」が
行
わ
れ
た
。
大

会
テ
ー
マ
は「
経
営
人
財
元
年
・
医
療
の
質
を
高
め
る
ヒ
ト
づ
く
り
─
─
医
療
経
営
士
に
よ
る
病
院
の
経
営
基
盤
づ
く
り
へ

の
挑
戦
」で
あ
る
。
爽
や
か
な
秋
晴
れ
の
下
、
北
は
北
海
道
か
ら
南
は
鹿
児
島
ま
で
、
全
国
６
４
６
名
の
医
療
経
営
士
を
代

表
す
る
80
名
を
中
心
に
、
一
般
参
加
者
を
含
む
総
勢
１
７
６
名
が
大
会
に
参
加
し
た（
講
演
者
、
来
賓
関
係
者
を
除
く
）。

護
職
の
役
割
」の
講
演
２

題
が
行
わ
れ
、
続
い
て
川

渕
氏
を
座
長
に
、
東
、
桃

田
両
氏
に
神
野
・
北
陸
支

部
支
部
長
を
加
え
た
３
名

に
よ
る
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ

ン
が
交
わ
さ
れ
た
。

一
方
、
情
報
交
換
会
で

は『
最
新
医
療
経
営
フ
ェ
イ

ズ
・
ス
リ
ー
』の
吉
澤
理
編

集
長
を
司
会
に
、
看
護
師

の
木
村
由
起
子
氏（
東
京

都
）、
病
院
の
事
務
局
業

務
部
に
勤
め
る
大
橋
喜
行

氏（
千
葉
県
）、
病
院
内
で

医
療
連
携
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー

タ
ー
を
務
め
る
山
田
和
成

氏（
静
岡
県
）の
医
療
経
営

士
３
名
が
座
談
会
を
行

い
、
研
究
会
活
動
の
重
要

性
な
ど
が
論
じ
ら
れ
た
。

大
会
の
ク
ラ
イ
マ
ッ
ク

ス
は
、
医
療
経
営
士
10
名

に
よ
る
演
題
発
表
で
あ

る
。
滝
本
大
輔
氏（
石
川

県
）、
小
川
輝
史
氏（
北
海

道
）、
加
藤
伸
一
氏（
石
川

県
）、
木
寅
信
秀
氏（
三
重

県
）、
酒
井
利
明
氏（
京
都

府
）、
越
智
理
仁
氏（
鳥
取

県
）、
小
島
勇
人
氏（
神
奈

川
県
）、
岡
本
正
氏（
東
京

都
）、
星
多
絵
子
氏（
東
京

都
）、
蜂
谷
明
雄
氏（
東
京

都
）に
よ
る
日
頃
の
研
究

成
果
が
発
表
さ
れ
た
。

発
表
は
熱
を
帯
び
、
大

会
終
了
予
定
時
刻
を
30
分

以
上
も
延
長
す
る
こ
と
と

な
っ
た
。
遠
方
か
ら
の
参

加
者
も
多
か
っ
た
に
も
か

か
わ
ら
ず
、
演
題
発
表
審

査
委
員
長
の
竹
川
勝
治
・

関
東
支
部
副
支
部
長
に
よ

る
演
題
総
評
、
次
回
全
国

大
会
の
大
会
運
営
委
員
長

と
な
る
橋
爪
章
・
九
州
支

部
支
部
長
に
よ
る「
閉
会

の
こ
と
ば
」ま
で
、
熱
心
に

耳
を
傾
け
て
い
た
方
も
少

な
く
な
か
っ
た
。

医
療
経
営
士
の
熱
く
長

い
１
日
が
盛
況
裡
に
幕
を

閉
じ
、
次
回
九
州
の
地
で

の
再
会
が
約
さ
れ
た
。

医療経営士のための日本医療企画白書シリーズ

開会の挨拶を行う、吉原代表理事（左）と安藤大
会運営委員長

物品管理について演題
発表する加藤伸一氏

熱心な参加者で、会場はほぼ埋め尽くされたDo
 N
ot
 P
rin
tin
g
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―
―
法
人
事
務
局
業
務
部
で
は
ど
の
よ
う
な
仕
事
を
さ
れ
て

い
ま
す
か
。

業
務
部
は
情
報
シ
ス
テ
ム
担
当
を
含
め
て
７
人
。
法
人

の
中
枢
と
な
る
平
和
台
病
院
の
ほ
か
、
法
人
内
の
他
の
関

連
施
設
管
理
に
加
え
、
購
買
業
務
も
担
当
し
て
い
ま
す
。

施
設
管
理
は
保
守
業
務
で
、
時
に
は
営
繕
部
門
と
一
緒
に
修

理
作
業
を
行
う
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
購
買
業
務
は
ボ
ー
ル

ペ
ン
１
本
か
ら
Ｍ
Ｒ
Ｉ
、
Ｃ
Ｔ
と
い
っ
た
大
型
医
療
機
器
ま

で
を
扱
い
、
見
積
も
り
と
価
格
交
渉
を
行
い
ま
す
。
物
品

購
入
は
各
部
署
か
ら
上
が
っ
て
き
た
購
入
希
望
リ
ス
ト
を
も

と
に
、
価
格
等
を
調
べ
た
う
え
で
部
署
と
交
渉
し
ま
す
。

現
場
ス
タ
ッ
フ
と
対
等
に
や
り
と
り
を
行
え
る
よ
う
、
医
療

機
器
に
関
し
て
も
相
応
の
知
識
が
必
要
で
す
。

業
務
を
行
う
う
え
で
大
事
な
の
は「
交
渉
力
」。
で
き
る

だ
け
現
場
に
足
を
運
び
、
購
買
に
関
し
て
は「
本
当
に
必
要

な
の
か
」「
最
適
な
も
の
な
の
か
」を
、
直
接
話
を
聞
き
な
が

ら
確
認
す
る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。交
渉
は
、コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
力
は
も
ち
ろ
ん
、
医
療
全
体
の
こ
と
が
わ
か
っ
て
い

な
い
と
空
回
り
し
て
し
ま
い
ま
す
。
医
療
、
病
院
経
営
に
つ

い
て
の
知
識
を
得
た
い
と
思
っ
た
時
に
、
病
院
内
に
貼
ら
れ

て
い
た
医
療
経
営
士
の
ポ
ス
タ
ー
を
見
て
、

挑
戦
す
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。
受
験
を
通

じ
た
学
習
に
よ
り
、
外
部
業
者
と
の
話
の

内
容
が
理
解
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は

大
き
い
で
す
。
交
渉
力
ア
ッ
プ
に
も
つ
な

が
っ
て
い
る
と
思
い
ま
す
。

―
―
資
格
を
取
得
し
、
仕
事
の
ス
タ
イ
ル
や

視
点
な
ど
に
変
化
は
あ
り
ま
し
た
か
。

病
院
内
で
の
自
分
の
立
場
、
役
割
に
つ

い
て
考
え
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
法
人

全
体
を
よ
り
よ
く
す
る
た
め
に
取
り
組
ん

で
い
き
た
い
と
の
思
い
を
強
く
し
ま
し
た
。
そ
れ
に
は
ス

タ
ッ
フ
の
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
ア
ッ
プ
が
必
要
で
す
。
一
人
ひ

と
り
が
問
題
意
識
を
持
っ
て
経
営
に
か
か
わ
る
、
貢
献
し
よ

う
と
思
う
こ
と
で
大
き
く
前
進
す
る
の
で
は
な
い
か
と
考

え
ま
し
た
。
そ
こ
で
、
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
上
げ
る
手
段
の

一
つ
と
し
て
、
昨
年
11
月
に
勉
強
会
サ
ー
ク
ル「Progressive 

Age

」を
結
成
し
ま
し
た
。サ
ー
ク
ル
は
こ
れ
か
ら
を
背
負
っ

て
い
く
若
手
で
構
成
さ
れ
、
看
護
師
、
事
務
職
、
セ
ラ
ピ
ス

ト
、
技
師
な
ど
職
種
は
多
岐
に
わ
た
っ
て
い
ま
す
。「
病
院

を
よ
く
し
た
い
」と
の
志
を
持
っ
た
ス
タ
ッ
フ
に
声
を
か
け

て
集
め
ま
し
た
。
人
事
制
度
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
時
に
外
部
の

コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
の
方
か
ら
、「
職
員
一
人
ひ
と
り
が
そ
れ

ぞ
れ
自
院
の
経
営
状
況
を
考
え
、
取
り
組
ん
で
い
か
な
い

と
生
き
残
り
は
難
し
い
。
や
る
気
の
あ
る
人
を
活
か
し
て

ボ
ト
ム
ア
ッ
プ
す
る
こ
と
が
必
要
」と
い
う
話
を
聞
き
ま
し

た
が
、
ま
さ
に
そ
の
と
お
り
だ
と
思
い
ま
す
。

―
―
現
在
の
課
題
、
今
後
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
こ
と
な
ど

を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

業
務
に
関
係
す
る
こ
と
で
は
、コ
ス
ト
ダ
ウ
ン
で
す
。ト
ッ

プ
ダ
ウ
ン
方
式
で
は
な
く
、
職
員
の
意
識
を
変
え
て
い
く

よ
う
な
や
り
方
が
で
き
な
い
か
模
索
し
て
い
ま
す
。
私
が

委
員
長
を
務
め
て
い
る
節
電
委
員
会
で
は
、
各
部
署
で
話

し
合
っ
て
ア
イ
デ
ア
を
出
し
て
取
り
組
み
に
反
映
さ
せ
た

結
果
、
昨
年
よ
り
も
節
電
効
果
が
上
が
り
ま
し
た
。
小
さ

な
こ
と
か
ら
で
も
少
し
ず
つ
始
め
て
い
き
た
い
で
す
。

医
療
経
営
士
の
学
習
で
医
療
の
基
礎
知
識
が
得
ら
れ
た

だ
け
で
な
く
、
経
営
に
参
画
す
る
人
材
の
確
保
が
大
事
だ

と
実
感
し
て
い
ま
す
。
現
在
は
経
営
企
画
の
専
門
部
署
は

あ
り
ま
せ
ん
が
、
い
か
に
重
要
で
経
営
的
に
も
メ
リ
ッ
ト
が

あ
る
か
を
示
し
た
い
で
す
。
将
来
的
に
は
人
材
育
成
に
も

か
か
わ
っ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

日本医療経営実践協会関西支部は、医療経営士
の方々のスキルアップ、情報交換、交流の場とし
て、主にグループワーク形式での勉強会を毎月実
施している。10月20日にはその特別編として、パ
ナソニック健康保険組合松下記念病院（大阪府守
口市、359床）の山根哲郎院長を講師に招いて、「ア
メーバ経営による病院改革戦略～経営健全化に向
けた看護部の解体と再構築～」をテーマに病院経
営セミナーを開催した。当日は病院事務長や事務
職員、医療関連企業従事者など約40名が参加した。

松下記念病院では３年前に京セラ式病院原価管
理手法（アメーバ経営）を導入。導入前はここ数年
積極的な設備投資もあり億単位の赤字状態が続い
ていたが、導入から２年で単年度収支の均衡を達
成するまでに経営改善が図られている。

他の病院原価計算・管理方式との比較を交えて、
アメーバ経営を導入した経緯について「質の高い

医療を永続的に展開するためには必要収益の確保
が欠かせない。それを実現するために、全員参加
型経営の促進や、職員・部門別の適切な評価手法
に有効であると判断した」と山根院長は説明。

医師の評価方法の一つに健康管理の項目を加え
たことで、「医師の健康診断の受診率が約50％か
ら99％にまで一挙に上昇した」といったエピソー
ドを披露しながら、評価方法一つで職員のモチ
ベーションアップや、ひいては経営改善につなが
ることなどが紹介された。

その他にも、アメーバ経営を実践するうえで鍵
となる「院内協力対価」の決め方やその過程を通じ
てチーム医療の推進が図られたことや、パナソ
ニックグループのコスト削減プロジェクト「コスト
バスターズ」の実践により、年間数千万円規模の
コスト削減が図られたことが述べられた。

さらに、アメーバ経営を通じて、組織としての

「
医
療
経
営
士
」 

リ
レ
ー
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー 

医
療
経
営
の
知
識
が
交
渉
力
アッ
プ
と
法
人
全
体
を
よ
く
す
る
後
押
し
に

「
医
療
経
営
士
」が
、
資
格
取
得
を
目
指
し
た
き
っ
か
け
、
所
属
先
で
の
課
題
や

ミ
ッ
シ
ョ
ン
、資
格
取
得
を
通
じ
て
ど
う
職
務
に
活
か
し
て
い
る
か
な
ど
、リ
レ
ー

形
式
で
全
国
の「
医
療
経
営
士
」の
声
を
お
届
け
す
る
。

松下記念病院・山根哲郎院長を招き、アメーバ経営による病院改革

関西支部研究会レポート

医療法人社団創造会
平和台病院（診療科19／170床）を中核に、介護老人
保健施設（エスペーロ、クレオ）、デイサービス、グループ
ホーム、訪問看護ステーションなどを展開

医
療
経
営
士
２
級

大
橋
喜
行
氏

医
療
法
人
社
団
創
造
会
法
人
事
務
局
業
務
部

第4回

Relay
Interview

２
級
試
験
は
受
験
申
込

１
５
７
人
の
う
ち
１
４
６

人
が
受
験
し
、
41
人
が
合

格（
合
格
率
28
・
1
％
。

前
回
比
＋
14
・
8
％
。
第

１
・
第
２
両
分
野
合
格
が

条
件
）、
第
３
回
試
験
ま

で
の
合
格
者
と
合
わ
せ
、

本
医
療
経
営
実
践
協
会
の

会
員
と
し
て
登
録
を
受
け

る
こ
と
が
追
加
さ
れ
た
。

そ
れ
に
よ
り
受
験
者
の
試

験
へ
の
意
識
が
高
ま
っ
た

結
果
、高
い
合
格
率
と
な
っ

た
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
。

全
国
の
地
域
支
部
で
展

全
国
の「
医
療
経
営
士
２

級
」合
格
者
は
１
０
０
名

を
超
え
、
１
３
６
人
と
な

っ
た
。

過
去
最
高
の
合
格
率
と

な
っ
た
今
回
の
試
験
か
ら
、

受
験
資
格
と
し
て
新
た
に

３
級
試
験
に
合
格
し
、
日

「看護部」は必要ないと確信し、看護部の組織改革
を行っている点についても触れ、「チーム医療を
進めるうえで看護師の果たす役割は最も大きいと
言っても過言ではなく、看護業務に専念できるた
めの体制づくり」の重要性を説いた。

参加者からは、「当院の経営改善策や人材育成
のヒントを得られ大変参考になった」などと好評
だった。

日本医療経営実践協会
関西支部共催セミナーのご案内

『最新医療経営フェイズ３』病院経営セミナー
「チーム医療の質を高める多数精鋭戦略と人材育成」

開
さ
れ
て
い
る
研
究
会
活

動
等
に
お
い
て
は
、
医
療

経
営
士
の
積
極
的
な
参
加

の
促
進
が
大
き
な
テ
ー
マ

と
な
っ
て
い
る
。
２
級
合

格
者
に
は「
自
分
た
ち
が

地
域
の
医
療
経
営
士
活
動

を
引
っ
張
っ
て
い
く
」と
い

う
意
識
を
持
ち
、
３
級
合

格
者
を
リ
ー
ド
し
て
い
く

よ
う
な
主
体
的
な
取
り
組

み
を
期
待
し
た
い
。

開催日：2012年12月15日（土）13：00～16：30
参加費：無料　　定員：50名　　対象：病院経営幹部
会　場：新日本有限責任監査法人大阪事務所セミナールーム
　　　　（大阪市北区角田町8番1号　梅田阪急ビルオフィスタワー37階）

第1部　「医療を取り巻く環境変化と21世紀の病院経営」
　　　　──多職種による多数精鋭のチーム医療──

社会医療法人近森会近森病院理事長・院長　近森正幸氏
＊プログラムはホームページをご覧ください。

問い合わせ　株式会社日本医療企画関西支社（斉藤）　☎06-7660-1761　http://www.jmp.co.jp/ph3seminar/keiei/

 
第
４
回「
医
療
経
営
士
２
級
」、第
７
回「
医
療
経
営
士
３
級
」試
験
詳
報

全
国
の「
２
級
」合
格
者
が
１
０
０
人
を
突
破
！

「
３
級
」合
格
者
は
１
７
９
４
人
に

一
般
社
団
法
人
日
本
医
療
経
営
実
践
協
会（
代
表
理
事
吉
原
健
二
・
厚
生
年
金
事
業
振
興
団
顧
問
）は
、
10
月
21
日（
日
）、
全
国
で
第
４
回「
医
療
経
営
士
２
級
」お
よ
び
第
７
回「
医
療
経
営
士
３

級
」資
格
認
定
試
験
を
実
施
し
た
。11
月
13
日（
火
）に
発
表
と
な
っ
た
合
格
者
数
等
の
結
果
概
要
に
つ
い
て
お
伝
え
す
る
。

第
４
回「
医
療
経
営
士
２
級
」資
格
認
定
試
験

注
目
す
べ
き
点
と
し
て

は
、
職
業
別
の
受
験
者
数

で
、
金
融
機
関（
２
１
４

人
）
が
病
院
勤
務
者（
１

８
５
人
）を
抜
い
て
最
多

と
な
っ
た
こ
と
が
挙
げ
ら

れ
る（
合
格
者
数
は
金
融

機
関
92
名
、
病
院
勤
務
者

94
名
）。
金
融
業
界
に
お

け
る
医
療
経
営
士
へ
の
関

心
の
高
ま
り
が
、
今
回
の

結
果
で
数
字
と
し
て
裏
付

け
ら
れ
た
と
言
え
る
。
病

院
や
医
療
関
連
企
業
で
は

な
い
外
部
企
業
に
と
っ

て
、「
医
療
経
営
士
」が
医

療
業
界
へ
参
入
す
る
た
め

の
パ
ス
ポ
ー
ト
と
し
て
の

役
割
を
期
待
さ
れ
て
い
る

と
も
言
え
る
の
で
は
な
い

だ
ろ
う
か
。

今
回
新
た
に
合
格
し
た

２
６
５
人
は
、
こ
の
合
格

を
ゴ
ー
ル
で
は
な
く
ス

タ
ー
ト
だ
と
と
ら
え
、「
自

分
た
ち
が
病
院
の
経
営
を

変
え
る
」と
い
う
気
概
を
持

ち
、
精
力
的
に
実
践
活
動

を
行
っ
て
い
た
だ
き
た
い
。

そ
の
た
め
に
も
、
日
本
医

療
経
営
実
践
協
会
の
会
員

と
な
り
、
各
地
域
支
部
が

主
催
す
る
研
究
会
や
勉
強

会
へ
の
積
極
的
な
参
加
が

望
ま
れ
る
。
自
身
の
ス
キ

ル
を
高
め
て
い
く
と
同
時

に
、
医
療
経
営
士
同
士
の

横
の
つ
な
が
り
を
さ
ら
に

広
げ
て
い
っ
て
ほ
し
い
。

第
７
回「
医
療
経
営
士
３
級
」資
格
認
定
試
験

３
級
試
験
は
受
験
申
込

６
６
４
人
の
う
ち
５
９
０

人
が
受
験
し
、
こ
れ
ま
で

で
最
も
多
い
受
験
者
数
と

な
っ
た
。
そ
の
う
ち
、
２

６
５
人
が
合
格（
合
格
率

44
・
9
％
。前
回
比
△
５
・

７
％
）、
第
６
回
試
験
ま

で
の
合
格
者
と
合
わ
せ
、

全
国
の「
医
療
経
営
士
３

級
」合
格
者
は
１
７
９
４

人
と
な
っ
た
。

表　第４回「医療経営士２級」および第７回「医療経営士３級」資格認定試験結果概要

第４回２級試験
受験申込者数：157人
受験者数：146人
合格者数：41人
合格率：28.1％

第７回３級試験
受験申込者数：664人	
受験者数：590人
合格者数：265人
合格率：44.9％

第1回〜第４回2級試験の累計
受験申込者数：791人	
受験者数：724人
合格者数：136人
合格率：18.8％
第1回〜第７回3級試験の累計

受験申込者数：3,546人
受験者数：3,262人
合格者数：1,794人
合格率：55.0％

図3　第７回３級受験者の年齢別構成

～29歳以下：130人
22.0％

30歳以上～
39歳以下：244人

41.4％

40歳以上～49歳以下：153人
25.9％

50歳以上～59歳以下：57人
9.7％

60歳以上～：6人　1.0％

図4　第７回３級受験者の職業別構成

病医院勤務者：185人
31.4％

医療関係企業勤務者：97人
16.4％

金融機関：214人
36.3％

その他：77人
13.1％

大学・短大生：17人　2.9％

平成25年2月17日（日）実施  第8回「医療経営士」資格認定試験申込開始

問い合わせ　日本医療経営実践協会事務局　☎03-5296-1933

試験日：平成25年2月17日（日）

受験申込締切：平成25年1月11日（金）　＊申込には仮申込が必要です。

合格発表：平成25年3月19日（火）

受験料：8,400円

試験会場（予定）：札幌会場、仙台会場、東京会場、金沢会場、名古屋会場、大阪会場、福岡会場
医療機関・企業・学校など申込人数が10名以上の場合は、団体としてお申込みいただけます。
10名以上の場合、認定会場制度により職場の会議室や学校の教室等で受験できます（認定会場には一定の審査があります）。
詳しくは事務局までお問い合わせください。（http://www.jmmpa.jp/）

図1　第4回2級受験者の年齢別構成

～29歳以下：11人　7.5％

30歳以上～
39歳以下：55人

37.7％40歳以上～49歳以下：50人
34.2％

50歳以上～
59歳以下：23人

15.8％

60歳以上～：7人　4.8％

図2　第4回2級受験者の職業別構成

病医院勤務者：70人
47.9％

医療関係企業勤務者：31人
21.2％

金融機関：28人
19.2％

その他：16人　11.0％

大学・短大生：1人　0.7％
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